









が、ヨ年後には 8~IO 名となりました。 7 年後の昭和 46 年に応用 lq'学教室に配置換えと
なり、本籍 現住所が一致することとなり、その後、宅物応用化学科、技術部所属となりま
した図
業務の学生実験は、分析化学、物醍化学実験で、 I山j学科同 時間帯で、当初は2学科 70 
名だったのが80名、 90余名とな旬、現在では考えられない数で 斉に行い、しかも通年




























































機器による分析は、 ppmから pp b、pP tへと超微量分析が可能となていますが、ど
の機器も庁能ではなく 前処理、前濃縮、分離操作が必要で 1 効果的な方法の閣発や状態分
析 地球にやさしい分析法等の開発が求め続けられて行くだろうと思います。
2.組織化にかかわって




























なく、それを加L 改良(性能向ヒ)を要する技術的職務 o 4、学部学生・院生などの実験
実習を技術的指導により対止している職務。目、研究の多様化に伴い、社会の肢先端の技術
を身につけることが求められ、職務ヒ得られた技術などは継承及び保存し、社会1=還元すべ
き性格を持っている職務に従事しているためである。しかし、評価しにくい職であり、「選考
基準Jはあるものの処遇に反映されているとは云い難く、人事担当が代わると、今までの経
緯・運用が忘れ去られます。処遇としては 別立て俸給表の適用が望まれます。
組織化に関わり、今日まで色々な提言等をしてきましたが、要は白分たちが自律心を持ち
何をしたいか、 {ilIができるのか、どのようにして技術を発現するかではないでしょうか。
定員削減、不補充によη組織が縮小してきていますが、ニーズにより補充させている太学
もあります.基本的なことを押さえ、プラス思考で発展させて行かれるごとを願っています，
最後に、永い問お位話になり、ありがとうございました。
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